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従
来
、
芸
術
文
化
祭
の
展
覧
会
場
は

役
場
庁
舎
を
中
心
に
、
ま
た
、
発
表
会

場
は
学
校
体
脊
館
を
利
用
し
て
開
催
し

て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
本
年
度
の
第
八

回
芸
術
文
化
祭
は
新
装
な
っ
た
文
化
の

殿
堂
、
大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー
を
フ
ル
に

活
用
し
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
展
覧
会
と
発
表
会
が
同
一

会
場
で
開
催
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
例

年
に
な
く
、
連
日
大
勢
の
皆
さ
ん
が
大

洗
文
化
セ
ン
タ
ー
に
集
い
、
賑
や
か
に

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

芸
術
文
化
祭
の
初
日
は
泊
月
初
日
の

音
楽
発
表
会
で
始
ま
り
、
午
前
の
部
は

町
内
幼
稚
関
・
保
育
問
旧
ん
の
皆
さ
ん
に

よ
る
合
唱
・
合
奏
が
行
な
わ
れ
、
可
愛

い
い
閤
旧
ん
た
ち
の
楽
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー

と
、
も
み
じ
の
よ
う
な
子
に
よ
る
合
奏

は
場
内
一
ぱ
い
の
拍
手
を
あ
び
て
お
り

ま
し
た
。
午
後
の
部
は
、
祭
出
合
奏
・

独
唱
・
ピ
ア
ノ
独
奏
・
合
唱
な
ど
が
発

表
さ
れ
、
格
調
高
い
苛
楽
の
世
界
に
鑑

賞
者
を
誘
い
魅
了
さ
せ
、
続
い
て
小
学

生
に
よ
る
ん
口
陪
・
合
奏
、
中
学
・
高
校

生
に
よ
る
合
唱
・
吹
奏
楽
の
演
奏
が
ホ

ー
ル
一
ぱ
い
に
響
き
わ
た
り
、
拍
手
の

や
む
ひ
ま
も
な
い
楽
し
い
発
表
会
と
な

り
ま
し
た
。

日
月
1
日
か
ら
4
8
ま
で
は
美
術
・

写
真
・
書
道
・
詩
歌
・
俳
句
・
い
け
は

な
の
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
、
更
に
こ
の

期
間
中
、
電
話
・
郵
便
・
無
線
・
野
草
コ

ー
ナ
ー
-
消
費
生
活
展
が
設
け
ら
れ
、

芸
術
文
化
祭
に
一
層
の
彩
り
を
そ
え
ま

し
た
。
特
に
、
快
晴
に
恵
ま
れ
た
文
化

の
臼
に
は
、
大
ホ

i
ル
で
は
日
本
舞
踊

の
発
表
会
が
開
か
れ
、
野
外
広
場
で
は

商
工
産
業
祭
(
お
祭
り
広
場
)
・
農
水
産

物
部
売
会
な
ど
盛
沢
山
の
催
し
物
が
あ

り
、
早
朝
か
ら
終
日
ま
で
大
変
な
賑
わ

い
を
み
せ
て
お
り
ま
し
た
。
ま
た
、
文
化

の
日
恒
例
に
よ
る
大
洗
町
文
化
功
労
者

の
表
彰
式
と
展
示
部
門
入
賞
者
の
授
賞

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
年
度
の
大
洗

町
文
化
功
労
者
に
は
、
郷
土
民
謡
「
磯

節
」
の
普
及
保
存
に
尽
力
さ
れ
て
い
る

石
井
カ
氏
(
本
場
磯
節
保
存
会
長
)
が

選
ば
れ
、
表
彰
状
の
授
与
と
、
展
示
部

門
入
賞
者
(
的
名
)
の
方
々
に
は
賞
状

の
授
与
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
い
ず
れ
も

秀
作
揃
い
、
こ
れ
ら
の
入
賞
作
品
は
、

本
町
と
文
化
友
好
の
町
に
な
っ
て
い
る

群
馬
町
の
文
化
祭
へ
出
品
展
示
い
た
し

ま
し
た
。
日
月
6
日
に
は
民
謡
民
舞
の
発
表
会

が
開
か
れ
、
特
に
、
今
回
は
郷
土
色
壊

か
な
大
洗
ば
や
し
保
存
会
の
皆
さ
ん
の

出
演
に
よ
り
、
発
表
会
も
一
段
と
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

芸
術
文
化
祭
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
る

日
月
7
日
に
は
、
大
ホ

i
ル
に
お
け
る

吟
詠
剣
詩
舞
の
発
表
会
を
は
じ
め
、
茶

会
・
句
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
茶
会

に
は
国
際
色
も
豊
か
に
外
宙
人
の
参
加

も
み
ら
れ
、
ま
た
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
・

カ
ブ
ス
カ
ウ
ト
の
皆
さ
ん
も
慣
れ
な
い

手
つ
き
で
参
加
し
、
ほ
ほ
え
ま
し
い
光

景
が
組
処
で
見
ら
れ
、
当
尽
の
悪
天
候

に
も
か
か
わ
ら
ず
最
終
日
を
飾
る
に
ふ

さ
わ
し
く
大
勢
の
参
加
が
見
ら
れ
、
第

八
回
芸
術
文
化
祭
も
盛
況
懲
に
閉
幕
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
、
屋
外

で
は
商
工
産
業
祭
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
で
あ

る
、
ま
と
い
、
神
輿
、
広
告
患
の
パ
レ

ー
ド
が
賑
々
し
く
町
内
を
練
り
歩
き
、

沿
道
の
皆
さ
ん
か
ら
の
拍
手
と
激
励
を

浴
び
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
今
回
の
芸
術
文
化
祭
に
つ
い

て
、
主
催
者
側
か
ら
次
の
よ
う
な
談
話

が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

展
示
、
発
表
の
両
部
門
と
も
内
容
が

優
れ
一
段
と
充
実
し
、
水
準
の
向
上
が

見
受
け
ら
れ
大
変
喜
ば
し
い
限
り
で
す
。

ま
た
、
反
省
点
と
し
て
は
、
発
表
会
の

開
か
れ
た
大
ホ

i
ル
は
場
内
で
の
飲
食

は
禁
止
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
〉
勺
す
、

初
め
て
利
用
さ
れ
る
方
の
参
加
も
あ
っ

て
か
、
場
内
で
の
欽
食
が
目
立
つ
な
ど

鍛
賞
7

ナ
i
に
つ
い
て
今
後
に
課
題
を

残
し
た
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
か
ら
も
町
民
の
皆
さ
ん
が
文
化

の
殿
堂
で
あ
る
大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー
の

施
設
の
活
用
を
図
り
な
が
ら
、
池
域
文

化
活
動
が
一
一
層
発
展
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
す
る
も
の
で
す
。
お
わ
り
に
、
第
八

園
芸
術
文
化
祭
に
出
演
、
出
品
さ
れ
た

方
々
の
議
々
の
ご
精
進
を
祈
念
す
る
と

共
に
、
運
営
に
あ
た
ら
れ
ま
し
た
関
係

者
の
皆
さ
ま
の
ご
尽
力
に
対
し
、
心
か

ら
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

た
応
募
票
(
郵
便
は
が
き
大
(
た
て
)
)

を
作
品
の
は
じ
め
に
必
ず
添
付
す
る

こ
と
。
幼
児
の
場
合
は
保
護
者
名
を

明
記
し
て
く
だ
さ
い
。
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応
募
の
資
格

1
祭
内
の
・
中
学
生
以

下
の
子
ど
も

V
応
募
の
規
定
日
①

課
題
図
書
を
読
ん
で
の
感
想
文
(
幼

児
の
場
合
は
お
と
な
が
開
き
書
き
し

た
も
の
)
②
作
品
は
一
人
一
編
と
し
、

原
稿
用
紙
(
四

O
O字
)
の
枚
数
は
、

幼
児
・
小
学
生
は
三
枚
以
内
、
中
学

生
は
五
枚
以
内

V
応
募
の
方
法

1

作
品
に
は
、
題
名
、
応
募
者
の
学
校

名
、
学
年
、
氏
名
、
性
別
を
開
明
記
し

名書国題諜

自
の
不
自

雲史
認会
季五
め

お
よ
そ
人
と
生
れ
て
、
失
明
ほ
ど

不
幸
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

私
た
ち
は
、
こ
の
世
相
国
の
中
に
懸

命
に
生
き
る
、
多
く
の
人
々
の
い
る

こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。し
か
し
、
こ
の
気
の
毒
な
方
々
の

中
に
は
角
膜
の
移
航
を
受
け
る
こ
と

に
よ
っ
て
再
び
視
力
を
回
復
し
、
日

常
生
活
を
取
り
戻
せ
る
人
達
が
沢
山

お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
角
膜
移
植
を

実
現
す
る
た
め
に
は
多
く
の
人
々
か

ら
献
段
取
引
↑
録
を
し
て
頂
く
こ
と
が
必

要
で
、
こ
れ
が
ア
イ
バ
ン
ク
運
動
で

す。
新
ら
し
い
光
明
を
待
ち
こ
が
れ
る

人
々
の
た
め
に
、
人
類
愛
に
も
と
づ

く
、
崇
高
な
奉
仕
を
F-

大
洗
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

財
団
法
人
茨
城
県
ア
イ
バ
ン
ク

(
詳
し
い
こ
と
は
友
記
へ
お
問
い
合

せ
下
き
い
。
)

大
洗
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
事
務
局

合
同
三
一

O
一

向
ア
イ
バ
ン
ク
丞
芦
田
貝
長
関
野
資
農
夫

岱

M
W

一O
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け
門
地

イ
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m-
の
標
語
に
入
選

一
中
田
口
さ
ん
@
南

T小
堀
さ
ん

島市

去
る
日
月
日
日
午
前
日
時
か
ら
町
教

育
委
員
会
で
、
税
に
関
す
る
標
語
の
入

選
者
表
彰
式
が
行
な
わ
れ
、
田
口
教
育

長
、
一
中
・
南
中
部
校
長
の
立
会
い
の

中
で
、
水
戸
税
務
箸
長
か
ら
注
記
入
選

者
に
表
彰
状
と
記
念
品
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。こ
れ
は
、
私
達
が
社
会
生
活
を
営
む

上
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
、
い
わ
ば

公
共
的
費
用
の
分
担
金
で
あ
る
税
金
に

つ
い
て
、
特
に
次
代
を
拐
、
っ
中
学
生
徒

の
皆
さ
ん
に
も
、
こ
ど
も
の
う
ち
か
ら

税
金
の
大
切
さ
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、

水
戸
税
務
署
が
中
学
生
を
対
象
に
標
語

の
募
集
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

当
町
・
中
学
校
で
は
こ
の
、
十
+
吉
田
に
賛
同

し
、
夏
休
み
の
課
題
と
し
て
取
り
上
げ
、

一
中
日
点
、
南
中
日
点
の
作
品
を
応
募

し
ま
し
た
が
、
管
内
各
中
学
校
か
ら
も

多
数
の
応
募
が
あ
り
、
応
募
総
点
数
は

一
、
五
七
七
点
に
達
し
ま
し
た
。

もあ

水
戸
税
務
箸
で
は
厳
正
な
審
査
を
行

な
っ
た
結
果
、
一
七
点
の
入
選
作
品
を

発
表
し
ま
し
た
が
、
そ
の
う
ち
、
当
町

か
ら
次
の
2
点
が
入
選
し
ま
し
た
。
入

選
者
の
田
口
さ
ん
、
小
堀
き
ん
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

な
お
、
入
選
標
語
は
役
場
玄
関
に
表

示
し
て
あ
り
ま
す
。

税
金
で
曲
一
一
揖
か
な
町
や
都
市
づ
く
り

一中 1年

田口幸世子

税
金
で
築
く
わ
が
町
よ
い
環
境

議
機
断
時
限

酔
堀

おお

去
る
日
月
日
日
ρ

信
用
毘
の
日
u

に、

当
町
大
貫
小
学
校
の
小
沼
健
次
君

(
6

年
)
、
加
藤
仁
君

(
5
年
)
、
大
内
享
君

(
5
年
)
の

3
人
が
6
年
担
任
の
清
水

律
夫
先
生
に
つ
れ
ら
れ
、
学
校
菜
閣
で

つ
く
っ
た
せ
藷
捌
均
を
土
産
に
老
人
施

設
を
訪
れ
ま
し
た
。

大
賞
小
学
校
(
宮
崎
進
校
長
)
で
は
、

現
在
、
社
会
科
の
勉
強
ぷ
働
く
人
H

に

関
連
し
た
勤
労
学
習

(
5
・
6
年
生
)

で
、
学
校
菜
関
づ
く
り
を
行
な
っ
て
い

昭和57年12月1日

ま
す
。
今
年
は
せ
藷
を
つ
く
り
ま
し
た

が
、
児
童
の
皆
さ
ん
の
努
力
が
い
っ
ぱ

い
に
実
り
、
予
想
以
上
の
大
収
穫
と
な

り
ま
し
た
。
早
速
、
全
校
生
徒
で
試
食

す
る
た
め
、
各
家
庭
に
持
ち
帰
り
ま
し

た
が
、
な
お
余
っ
た
甘
藷
を
、
お
年
寄

り
の
止
す
さ
ん
に
も
試
食
し
て
貰
お
、
7
と

児
童
会
で
決
定
し
、
こ
の
日
の
訪
問
と

な
っ
た
わ
け
で
す
。

訪
問
先
の
水
戸
市
愛
友
図
で
は
児
叢

遠
の
媛
い
慰
問
に
お
年
寄
り
の
皆
さ
ん

も
大
喜
ぴ
、
「
僕
達
が
つ
く
っ
た
甘
藷

で
す
。
皆
さ
ん
ど
う
ぞ
召
し
上
っ
て
下

き
い
。
こ
れ
か
ら
寒
さ
を
迎
え
ま
す
、

お
体
に
は
気
を
付
け
て
お
暮
し
下
さ
い
。
」

と
の
小
沼
君
の
挨
拶
に
、
す
っ
か
り
感

激
し
て
い
ま
し
た
。

帰
り
に
は
愛
友
閣
の
皆
さ
ん
が
作
っ

た
陶
器
製
の
傘
立
て
や
、
血
な
ど
を
お

返
し
に
贈
ら
れ
、
清
水
先
生
も
大
変
恐

縮
し
て
い
ま
し
た
。

任
期
満
了
に
伴
う
、
大
洗
町
長
選
挙

は
、
去
る
日
月
7
日
に
告
示
さ
れ
、
同

月
8
日
午
後
5
時
立
候
補
の
届
出
を
締

め
切
り
ま
し
た
が
、
現
町
長
竹
内
宏
氏

l
人
だ
け
の
届
出
で
あ
っ
た
た
め
、
日

月
比
日
午
前
日
時
大
洗
町
判
長
選
挙
、
選

挙
会
を
大
洗
町
役
場
に
お
い
て
開
催
し
、

候
補
者
が
選
挙
す
べ
き
人
員
(
一
人
)

を
超
え
な
い
の
で
、
竹
内
宏
氏
が
無
投

票
当
選
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

当
日
直
ち
に
、
大
洗
町
選
挙
管
理
委

員
会
委
員
長
中
根
慶
売
か
ら
竹
内
宏
氏

に
当
選
証
書
が
約
与
さ
れ
ま
し
た
。

任

期

昭

和

訂

年

U
R片
山
白
か
ら

昭
和
日
年
ロ
月
日
日
ま
で

大
洗
軒
選
挙
管
理
委
員
会

12用13自(丹) 午翻8B寺30分

竹内臨畏改選初霊童庁

豪
華
鞠
欄

目
を
う
ぼ
う
見
事
な
大
輪

ね
じ
時
》
炉
険
組
認
竜
老
人
憩
の
家

語
句
A

B

点
1
9

民
路
間
岬
ム
入
社
内
臓
笠
別
始
叩
H
札
制
凶

が
、
佳
品
揃
の
作
品
審
査
だ
け
に
委
員

の
皆
さ
ん
も
慎
重
そ
の
も
の
、
心
地
よ

い
汗
を
流
し
て
の
審
査
風
景
で
し
た
。

入
賞
さ
れ
た
方
は
次
の
と
お
り
で
す
。

O
大
洗
町
考
人
憩
の
家
，
菊
花
展
8

大

洗

町

長

賞

間

部

茂

穂

町

議

会

議

長

賞

野

口

修

錨
会
福
日
開
協
議
飴
石
崎
七
郎

鋭
会
福
町
四
協
議
飴
井
上
幸
夫

鶴
許
J
乃
島
町
炉
米
川
泰
一

民

生

委

員

協

議

会

賞

米

川

暢

農
業
協
同
組
合
長
賞
米
川
勝
美

鉄
洗
町
並
時
佑
愛
好
融
大
賞
政
男

O
大
洗
磯
前
神
社
，
菊
花
展
。

大

洗

町

長

質

問

部

茂

穂

県
観
光
協
会
長
賞
小
野
瀬
光
正

町

議

会

議

長

賞

清

宮

登

美

江

町

教

育

長

賞

野

口

修

町

商

工

会

長

賞

高

部

作

町

観

光

協

会

長

賞

米

川

と

く

町

務

庖

会

長

賞

大

貫

政

男

知、
ssap-
夕
日
射

1
2
7
F
米

川

ま

す

茨

城

交

通

側

校

長

賞

富

施

進

旅

館

組

合

長

賞

米

川

あ

き

榔

農

鵠

協

間

続

飴

飯

島

甚

一

常
銀
大
洗
支
腐
長
賞
石
崎
七
郎

対
炉
競
朗
日
同
時
間
井
上
幸
夫

巧伊
Tt喝
鞠

齢

鴨

川

正

雄

大
洗
神
社
{
呂
渇
品
質
杉
山
晴
茂

欽
洗
町
語
杓
愛
好
一
飴
菜
俣
文
蔵

去
る
日
月
引
昨
日
か
ら
約
一
ヶ
月
間
に

わ
た
っ
て
、
秋
恒
例
の
行
事
か
菊
花
展
H

が
大
洗
老
人
憩
の
家
と
大
洗
磯
前
神
社

の
再
会
場
で
、
今
年
も
あ
で
や
か
な
美

し
き
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
大
洗
町
・
高
年
者
ク
ラ
ブ

連
合
会
・
町
観
光
協
会
・
大
洗
磯
前
神

社
が
共
催
し
、
こ
れ
に
大
洗
町
菊
花
愛

好
会
(
海
老
沢
好
一
会
長
)
が
協
賛
し

て
行
な
わ
れ
た
も
の
で
、
高
年
者
ク
ラ

ブ
と
愛
好
会
の
両
会
員
の
皆
さ
ん
が
長

い
期
間
、
丹
精
こ
め
て
つ
く
り
あ
げ
た

色
と
り
ど
り
の
自
慢
の
菊
花
(
盆
養
国

鉢
・
福
助
別
鉢
・
盆
栽
懸
崖
7
鉢
)
加

点
が
両
会
場
に
展
示
さ
れ
、
参
観
者
の

呂
を
う
ば
い
ま
し
た
σ

審
査
会
は
菊
花
愛
好
会
の
役
員
に
よ

り
去
る
日
月
8
日
に
行
な
わ
れ
ま
し
た

国
主
毘
岡
山
の
帯
主
1
3
i
i
i
3
3
A
i
t
-
j
J
i
J

比五習宮町、百官邸
m
d
m
m
m
引き溜
mmmmw

あ
ワ
カ
見
回
、
っ
こ
一
週
刊
一
レ
ヰ
ユ
年

町
社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行
に
、
。
一
金
参
千
円
也

昭
和
五
十
七
年
八
月
一
日
以
降
次
の
と
大
洗
町
大
震
町

お

り

多

額

の

寄

付

が

よ

せ

ら

れ

ま

し

た

。

松

岡

車

一

不

殿

寄
付
を
よ
せ
て
い
た
だ
い
た
方
々
の

o
一
金
弐
万
壱
千
二
百
五
拾
五
円
也

「
ま
ご
こ
ろ
」
と
寄
付
の
ご
趣
旨
を
有
大
洗
町
磯
浜
町
五
五
五

効

に

生

か

し

社

会

福

祉

の

向

上

の

た

め

三

容

レ

コ

ー

ド

庖

殿

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

O

一
金
壱
万
円
也

o
一

金

弐

万

円

也

大

洗

町

磯

浜

町

二

ハ

ニ

大

洗

師

菓

子

組

合

小

沼

誠

殿

代
表
石
橋
栄
三
郎
殿
今
後
も
前
回
目
の
皆
様
方
に
よ
る
社
会

o
一

金

壱

万

円

也

福

祉

協

議

会

活

動

、

善

意

銀

行

、

ボ

ラ

十

期

会

ン

テ

ィ

ア

活

動

に

対

す

る

ご

理

解

と

ご

代
表
松
間
卓
一
示
殿
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

去
る
日
月
刊
日
、
町
長
室
で
竹
内
町

長
よ
り
新
町
6
区
納
税
級
合
(
組
合
員

加
名
)
を
代
表
し
て
菊
地
喜
雄
組
合
授

に
、
社
会
保
険
庁
長
官
表
彰
状
の
伝
達

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
国
民
年
金
事
業
の
推
進
に

つ
い
て
積
磁
的
に
協
力
さ
れ
、
保
険
料

納
入
成
績
が
優
良
で
、
他
の
模
範
と
し

て
認
め
ら
れ
、
今
田
「
国
民
年
金
民
間

地
区
組
織
」
と
し
て
社
会
保
険
庁
の
長

官
表
彰
の
対
象
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

新
町
6
区
納
税
組
合
の
皆
さ
ん
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

社
会
福
祉
功
労
者
と
し
て

〆
滝
口
保
育
間
関
長
表
彰
さ
れ
る

去
る
日
月
5
臼
、
東
京
・
日
比
谷
公
そ
の
顕
著
な
功
績
が
認
め
ら
れ
、
公
私

会
堂
で
行
な
わ
れ
た
、
昭
和
町
年
度
会
社
会
福
祉
施
設
関
係
功
労
者
と
し
て
、

盟
社
会
福
祉
大
会
の
席
上
、
当
町
、
滝
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
長
か
ら
表
彰
さ

口
保
育
濁
長
滝
口
立
子
(
五
一
エ
)
さ
ん
が
、
れ
ま
し
た
。

多
年
に
わ
た
り
福
祉
事
業
に
尽
力
さ
れ
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

入
権
週
間
に
よ
せ
て

ロ
月
4
日
か
ら
回
目
ま
で
は
人
権
選

間
で
す
。
こ
れ
は
、
昭
和
お
年
ロ
月
日
日
国
際

連
合
総
会
で
「
世
界
人
権
宣
言
」
が
採

択
さ
れ
た
日
を
記
念
し
て
は
じ
め
ら
れ

ま
し
た
。
私
た
ち
の
社
会
に
は
自
己
の
権
利
の

み
を
主
張
し
て
他
人
を
か
え
り
み
な
い

と
い
う
、
自
己
中
心
的
な
考
え
や
、
行

動
に
よ
り
人
権
が
侵
官
一
目
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

人
権
は
、
自
己
と
向
様
他
人
に
も
等

し
く
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
お
互
い
に

相
手
の
立
場
を
考
、
え
て
、
豊
か
な
人
間

関
係
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

水

戸

地

方

法

務

局

茨
城
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

だ
よ
り

(58if. 1月診療分からの計算〕

A病院へ 1/10-1/31まで

入院し自己負担額70，000円

を支払った場合

間
同
額
療
養
費
の
自
己
負
担
限
度
額
が

9
月
診
療
介
よ
り
変
り
ま
し
た
。

病
気
で
、
一
つ
の
病
院
ま
た
は
医
院
に
か
か
り
、
医
療
費
の
自
己
負
担
額
が

一
人
一
ヶ
月
三
万
九
千
円
を
こ
え
た
場
合
、
そ
の
こ
え
た
部
分
を
国
保
か
ら
後

日
払
い
も
ど
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
三
万
九
千
円
の
自
己
負
担
限
度
額
が
、

九
月
診
療
可
分
か
ら
四
万
五
千
円
に
、
五
八
年
一
汚
診
療
『
分
か
ら
は
五
万
一
千
円

に
改
正
に
な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
七
十
歳
以
上
(
六
五
歳
以
上
、
ね
た
き
り
老

人
含
)
の
老
人
と
町
民
税
非
課
税
世
帯
に
つ
い
て
は
、
自
己
負
担
限
度
額
は
今

ま
で
ど
う
り
三
万
九
千
円
に
据
え
置
か
れ
ま
し
た
。

自
己
負
担
額
計
算
の
基
準

一
つ
の
病
院
ま
た
は
医
誌
の
受
診
に
つ
い
て
、
月
の
一
日
か
ら
月
末
ま
で
を

一
ヶ
月
と
し
て
計
算
し
ま
す
。
た
と
え
ば
月
の
十
五
日
か
ら
翌
月
の
十
五
日
ま

で
の
よ
う
に
、
月
を
ま
た
が
っ
て
入
院
し
た
場
合
最
初
の
月
が
一
二
万
円
、
翌
月

が
三
万
円
で
合
計
六
万
円
支
払
っ
て
も
、
一
日
か
ら
月
末
ま
で
の
計
算
の
た
め

高
額
療
養
費
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
入
院
と
通
院
は
加
に
扱
い
、
合
算
さ

れ
ま
せ
ん
。
そ
の
他
特
別
室
料
や
保
険
診
療
の
対
象
と
な
ら
な
い
治
療
や
付
添

い
看
護
料
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。
な
お
高
額
療
養
費
の
支

給
は
、
通
常
お
お
む
ね
診
療
月
の
二
ヶ
月
後
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
そ
の
擦
は
国

保
よ
り
世
帯
主
へ
通
知
さ
れ
ま
す
の
で
、
申
講
を
し
て
給
付
を
受
け
て
下
さ
い
。

〔高額療養費の計算例}

( 9月から12月診療分までの計算〕

A病院へ10/1-10/31まで

入院し自己負担額70，000円

を支払った場合

70，000円 -45，000円
(自己負担限度額控除)

ェ25，000円(高額療養費)

一
副
配
七
i
⑨

一
赤
ち
ゃ
ん
の
健
康

午
②
昭
一
吐
・
食
欲
不
振
、
「
乳
を
与

一
え
て
も
磁
き
ま
す
が
:
:
:
」
の
質

一
間
も
多
い
様
で
す
。

一
こ
の
場
合
も
前
に
述
べ
h
J占憶に、

一
赤
ち
ゃ
ん
の
全
体
の
様
子
が
よ
け

一
れ
ば
先
づ
大
丈
夫
で
す
。
つ
ま
り

一
つ
元
気
も
よ
く
」
「
熱
」
も
「
下
痢
」

一
も
な
く
、
吐
い
て
も
ケ
ロ
リ
と
し

一
て
い
て
よ
く
乳
を
呑
む
様
な
ら
ば
、

一
大
丈
夫
の
場
合
が
殆
ん
ど
で
す
。

一
大
体
赤
ち
ゃ
ん
は
、
大
人
に
比

一
べ
て
吐
き
や
す
い
も
の
で
す
。
「
乳

一
を
よ
く
呑
ま
な
い
の
で
す
が
:
:
:
」

一
の
訴
え
も
よ
く
聞
き
ま
す
。
こ
の

70，000円一51，000円
(自己負担限度額控除)

19，000円(高額療養費)

場
合
よ
く
訊
い
て
み
る
と
、
乳
の
一

・
他
に
何
か
与
え
て
い
る
場
合
が
割
一

と
多
い
も
の
で
す
。
勿
論
そ
う
で
一

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
一

も
前
に
述
べ
た
通
り
で
、
赤
ち
ゃ
午

ん
が
全
体
と
し
て
元
気
で
お
れ
ば
、
一

(
つ
ま
り
よ
く
眠
り
、
よ
く
呑
み
一

体
重
一
も
適
当
に
増
え
て
い
れ
ば
)
一

大
丈
夫
な
も
の
で
す
。
種
々
や
っ
一

て
み
て
結
局
「
乳
を
変
え
る
」
必
一

要
も
間
々
あ
り
ま
す
が
、
こ
ん
な
一

状
態
に
な
れ
ば
、
一
応
医
師
に
相
一

談

す

べ

き

で

し

ょ

う

。

一

〔
大
洗
医
師
会
・
提
供
〕
一
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地
域
の
人
々
の
善
意
と
協
力
に
よ
り
、

こ
の
た
び
、
大
洗
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

に
立
派
な
専
用
グ
ラ
ン
ド
が
完
成
し
、

去
る
日
月
引
日
目
的
、
盛
大
に
グ
ラ
ン
ド

開
き
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

小
学
生

(
3
年
1
6
年
生
)
を
対
象

に
結
成
さ
れ
た
こ
の
少
年
間
は
、
野
球

斑
と
サ
ッ
カ
ー
班
の
2
斑
を
も
ち
、
現

在
、
田
名
の
匝
員
の
皆
さ
ん
が
同
名
の

指
導
者
の
も
と
で
一
生
懸
命
練
習
に
励

ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
、
グ
ラ
ン
ド
問

題
で
、
練
習
等
も
何
か
と
不
自
由
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
実
情
を
、
少
年
団
長
を
孫
に
も

つ
、
谷
藤
水
産
・
田
山
庄
太
郎
(
七
六
)
さ

ん
(
磯
浜
田
見
付
久
保
側
の

1
)
が
知
り
、

東
光
ム
口
の
自
分
の
土
地
(
一
ニ
、
六
七
六

ぽ
)
を
グ
ラ
ン
ド
に
お
使
い
な
さ
い

と
解
放
し
、
無
償
で
貸
し
て
く
れ
る

こ
と
に
な
り
、
更
に
、
小
名
屋
水
産
・

鈴
木
清
吉
(
六
七
)
さ
ん
も
隣
接
地
の
一
部

を
同
様
、
無
償
貸
出
し
に
応
じ
ら
れ
、

こ
こ
に
貴
重
な
グ
ラ
ン
ド
用
地
が
確
保

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
警

窓
が
善
意
を
呼
ぴ
、
グ
ラ
ン
ド
の
造
成

整
備
は
ま
か
せ
な
さ
い
と
、
筏
図
建
材
・

一
高
田
勝
明
(
四
一
一
)
さ
ん
(
永
日
夜
)
が
土

砂
と
ダ
ン
プ
・
ブ
ル
ド
ウ
ザ

l
等
を
無

償
提
供
、
こ
れ
に
、
新
友
会
(
鈴
木
唯

之
会
長
)
や
少
年
団
の
父
兄
団
体
で
あ

る
母
集
団
(
田
山
圭
一
郎
会
長
)
の
皆

さ
ん
が
労
力
奉
仕
、
加
え
て
、
パ
ッ
ク

ネ
ッ
ト
の
支
柱
は
釘
内
金
地
機
関
(
常

陽
銀
行
・
水
戸
信
用
金
庫
・
県
商
工
信

用
組
合
)
、
ネ
ッ
ト
は
大
洗
ゴ
ル
フ
セ

お議皆(3)第132号

ン
タ

i
(関
根
竜
夫
代
表
)
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
寄
附
さ
れ
、
文
字
ど
お
り
、
地
域

の
皆
さ
ん
方
の
善
意
厚
意
が
結
集
し
て
、

こ
こ
に
手
づ
く
り
の
立
派
な
グ
ラ
ン
ド

の
完
成
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

グ
ラ
ン
ド
開
き
は
、
栄
誉
あ
る
本
年

度
茨
城
県
パ
ラ
賞
の
受
賞
団
体
で
も
あ

る
、
大
洗
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
を
代
表

し
て
、
倉
田
実
代
表
に
竹
内
町
長
か
ら

の
パ
ラ
賞
伝
達
に
始
ま
り
、
引
き
続
き
、

澄
み
わ
た
っ
た
秋
空
の
も
と
で
、
招
待

チ
l
ム
鉾
田
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
間
と
の

親
善
交
流
記
念
野
球
試
合
、
サ
ッ
カ
ー

の
紅
白
試
合
等
が
行
な
わ
れ
、
秋
の

日
を
存
分
に
楽
し
み
ま
し
た
。

日
月
出
日
は
「
原
子
力
の
日
」
で
す
。

こ
の
日
に
因
ん
で
、
原
子
力
開
発
の
拠

点
的
施
設
を
有
す
る
当
町
で
は
、
向
日
、

町
民
の
皆
さ
ん
に
是
非
原
子
力
施
設
を

見
て
い
た
だ
こ
う
と
、
一
般
公
募
に
よ

る
見
学
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
見
学
地

設
は
当
町
所
在
の

4
事
業
所
に
わ
た

り
、
先
づ
、
日
本
核
燃
料
開
発
株
式
会

社
の
見
学
か
ら
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

会
社
で
は
、
福
井
社
長
み
づ
か
ら
の

社
概
況
の
説
明
が
あ
り
、
そ
の
あ
と
核

燃
料
の
研
究
施
設
等
を
見
学
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
動
燃
大
洗
工
学
セ
ン
タ
ー
で

は
安
藤
管
理
部
長
か
ら
、
原
子
力
開
発

の
必
要
性
か
ら
動
燃
の
業
務
内
容
に
い

た
る
説
明
と
映
画
、

P
R
舘
の
案
内
等

が
あ
り
、
そ
の
あ
ど
、
パ
ス
で
動
燃
構

内
を
一
周
し
各
種
研
究
焔
設
の
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

午
後
か
ら
の
、
東
北
大
学

J
M
T
R

利
用
施
設
で
は
東
北
大
学
の
茅
野
助
教

授
を
始
め
、
各
研
究
者
か
ら
研
究
内
容

の
易
し
い
解
説
等
が
あ
り
、
更
に
、
原

研
大
洗
研
究
所
で
は
、
池
沢
庶
務
課
長

か
ら
施
設
の
概
況
と
安
全
性
の
問
題
な

ど
に
つ
い
て
懇
切
な
説
明
が
あ
り
、
活

発
な
質
疑
応
答
の
あ
と
、
原
子
炉
・
廃

大
洗
軒
消
隣
国
国
連
覇

第
一
分
団
優
勝

i
第
お
回
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
競
技
大
会

l

去
る
日
月
初
日
、
茨
城
県
立
消
防
学

校
で
開
催
さ
れ
た
第
出
回
県
消
訪
ポ
ン

プ
操
法
競
技
大
会
・
東
茨
城
池
区
大
会

に
、
本
町
か
ら
本
年
度
の
競
技
出
場
当

番
で
あ
る
第
1
分
団
(
関
根
三
千
疲
分

団
長
外
国
員
自
名
)
が
出
場
し
、
抜
群

の
成
績
で
見
事
に
優
勝
の
栄
冠
を
獲
得

し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
県
内
の
消
訪
団
員
の
強
固

な
消
防
精
神
を
養
成
し
、
厳
正
な
規
律

と
旺
盛
な
土
気
の
も
と
に
、
消
防
ポ
ン

プ
操
法
の
熟
練
と
敏
速
確
実
な
団
体
行

動
の
徹
底
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
に
行

っ
て
い
る
も
の
で
す
。

競
技
に
は
、
第
1
分
団
員
が
一
丸
と

な
っ
て
、
8
月
紅
白
よ
り
叩
月
お
臼
迄

の
2
ヶ
月
に
亘
る
猛
訓
練
の
成
果
を
発

揮
し
、
9
市
町
村
の
代
表
チ
ー
ム
を
お

棄
物
処
理
施
設
な
ど
主
要
施
設
や
施
設

内
随
一
の
景
勝
を
誇
る
「
夏
海
湖
」
の

見
学
な
ど
、
澄
み
き
っ
た
秋
の
一
日
を

終
日
熱
心
に
勉
強
さ
れ
ま
し
た
。

見
学
会
終
了
後
、
皆
さ
ん
は
っ
町
に

住
ん
で
い
な
が
ら
、
原
子
力
施
設
を
見

る
の
は
今
日
が
初
め
て
、
大
変
勉
強
に

な
り
、
原
子
力
の
仕
組
み
も
だ
い
た
い

わ
か
っ
た
。
」
と
話
し
て
お
り
ま
し
た
。

見
学
者
の
皆
さ
ん
大
変
ご
苦
労
さ
ま
で

一した。熱
心
に
勉
強
す
る
皆
さ
ん

さ
え
見
事
に
優
勝
、
大
洗
町
消
防
固
と

し
て
4
年
連
続
優
勝
(
@
・
第
7
分
団
、

@
・
第
8
分
間
、
@
・
第
9
分
団
)
の

偉
業
を
な
し
と
げ
ま
し
た
。

大
会
終
了
後
、
町
内
の
優
勝
パ
レ
ー

ド
を
行
い
、
役
場
玄
関
前
で
は
竹
内
町

長
、
深
作
議
長
か
ら
労
ら
い
の
一
言
葉
を

受
け
、
感
激
も
新
ら
た
に
さ
ら
に
地
元

1
分
間
管
轄
内
を
パ
レ
ー
ド
、
町
民
の

皆
さ
ん
か
ら
激
励
の
拍
手
を
受
け
て
い

ま
し
た
。

第
1
分
団
員
の
皆
さ
ん
ご
苦
労
様
で

し
た
。〔
出
場
選
手
〕

指
揮
者
証
長

番

団

員

番

団

員

番

団

員

番

団

員

番

団

長

2 

(
敬
称
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)

小

磯

義

一

小

野

瀬

忠

良

関

根

英

樹

勝

村

勝

一

谷

田

部

公

市

雨

沢

祥

行
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間

出

大

AB

醸

第

畏。
第
話
回
大
洗
町
民
野
球
(
秋
季
)
大

会
は
、
去
る
叩
月
刊
日
(
体
育
の
日
)

か
ら
叩
月
乱
日
ま
で
の
各
日
曜
日
、
磯

浜
小
・
大
洗
高
校
・
原
研
・
南
中
グ
ラ

ン
ド
を
利
用
し
て
、
総
勢
部
チ

l
ム
の

参
加
の
も
と
に
開
催
し
毎
試
合
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

最
終
日
の
叩
月
泣
日
は
、
準
決
勝
と

決
勝
戦
が
行
わ
れ
、
そ
の
結
果
沼
山
自

主
チ

l
ム
が
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

試
合
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

入
賞
及
び
個
人
賞

優

勝

田

山

自

工

準

優

勝

新

屋

自

工

三

位

ス

ト

ロ

ン

グ

ナ

イ

ン

高
橋
農
機

最
高
殊
勲
選
手
質
問
山
宏
富
山
)

敢

闘

賞

小

野

瀬

孝

夫

(

新

塁

打

撃

賞

秋

山

傾

央

(

新

展

)

問
調
属
議
森
龍
官
銃
鉱
山
路

去
る
日
月
叶
品
目
、
日
月
3
8
、
7
日
今
年
で
4
回
目
、
各
町
内
か
ら
話
チ
ー

の
日
曜
、
祝
祭
日
を
利
用
し
て
、
秋
季
ム
が
参
加
、
秋
晴
れ
の
な
か
お
父
さ
ん

お
父
さ
ん
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
(
大
洗
選
手
の
皆
さ
ん
は
、
ブ
レ

i
を
楽
し
ん

ソ
フ
ト
連
盟
・
関
根
繁
会
長
、
主
催
)
が
で
い
ま
し
た
。

一
中
・
南
中
・
磯
浜
小
学
校
の
各
グ
ラ
試
合
の
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

ン

ド

で

行

わ

れ

ま

し

た

。

俊

勝

上

宿

チ

i
ム

こ
の
大
会
は
、
町
内
会
の
親
睦
を
国
準
優
勝
髭
釜
ヘ
チ

l
ム

る

こ

と

を

目

的

に

行

っ

て

い

る

も

の

で

三

位

角

一

チ

ー

ム

お
は
よ
う
F
-
で
プ
レ
ー
ボ
i
u
u

大
洗
親
善
ソ
フ
ト
、
ポ
ー
ル
大
会

盛
況
裡
に
お
わ
る

試
合
の
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

O
A
リ
i
グ

優

勝

ヤ

マ

ハ

チ

準

優

勝

磯

節

亭

3

位

サ

ザ

ナ

ミ

4

位
保
間
工
務
庖

5

佼

寿

会

O
Bリ
l
グ

優
勝
川
戸
、
ノ
L
けんパ

準

優

勝

白

鷺

3

位

通

町

位

共

会

位

球

会

き
わ
や
か
な
朝
日
を
浴
び
て
、
今
年

も
9
同
月

1
日
か
ら
叩
月
幻
日
ま
で
の
訂

門
口
調
、
第
6
回
大
洗
親
善
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
秋
季
大
会
(
金
井
勇
男
会
長
)
が
一

中
・
南
中
間
グ
ラ
ン
ド
で
行
わ
れ
、
去

る
日
月
5
臼
に
は
そ
の
表
彰
式
が
文
化

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
に
は
町
内
の
同
好
会
、
釘

内
会
、
職
場
な
ど
か
ら
お
チ

l
ム
が
参

加
し
、
親
睦
と
体
力
向
上
を
呂
的
に
行

わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
久
リ
ー
グ
(
ロ

チ
i
ム
)
Bリ
l
グ
(
日
チ
!
ム
)
の

2
リ
i
グ
に
分
け
総
当
り
で
、
毎
朝
6

時
か
ら
7
時
ま
で
の
間
に
行
れ
た
も
の

で
、
連
日
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

日
勝
l
敗

9
勝

2
敗

8
勝

3
敗

8
勝

3
敗

6
勝

5
敗

日
勝
1
敗

9
勝

3
敗

9
勝

3
敗

9
勝

3
欺

8
勝

4
数
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友栄
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今
年
も
い
よ
い
よ
制
定
と
な
り
ま
し
た
。
例
年
、
年
末
か
ら
年
始
に
か
け
て

犯
罪
や
交
通
事
故
が
多
く
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
努
祭
で
は
、
こ
れ
ら
の
事
故

を
防
止
す
る
た
め
、
次
に
よ
り
年
末
年
始
の
特
別
即
時
げ
戒
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

特
別
警
戒
実
施
期
間

昭
和
白
年
ロ
月
刊
日
(
金
)
か
ら
昭
和
田
年
1
月
刊
日
(
月
)
ま
で

活
動
の
章
一
一
点

ー
、
犯
罪
の
予
防
と
夜
十
代
活
動
の
強
化

2
、
ん
父
一
通
宛
亡
事
故
防
止
活
動
の
峰
、
化

3
、
雑
踏
事
故
防
止
活
動
の
強
化

こ
れ
ら
の
活
動
は
符
察
等
の
総
力
を
結
集
し
て
、
年
末
年
始
に
多
発
が
予
想

さ
れ
る
各
同
州
事
件
事
故
の
防
止
の
た
め
、
予
防
敬
司
戒
活
動
を
強
化
し
て
、
み
な

さ
ん
の
日
常
生
活
の
平
穏
を
確
保
す
る
た
め
に
行
う
も
の
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
地
域
の
方
が
た
が
総
ぐ
る
み
で
一
致
協
力
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
そ
の
成
果
が
得
ら
れ
る
も
の
で
す
。
従
っ
て
、
H

不
審
者
が
い
る
H

H

暴
力

を
ふ
る
っ
て
い
る
H

η

事
に
は
ね
ら
れ
た
u

等
、
犯
罪
や
事
故
を
目
撃
し
た
時
は

讐
察
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

。
最
近
の
犯
罪
の
特
徴

最
近
、
白
動
車
等
の
乗
物
盗
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
も
、
進
ん
だ
自

動
車
等
を
利
用
し
て
「
強
盗
」
や
「
ド
ロ
ボ

l
」
等
の
犯
罪
を
行
っ
た
り
、
過

激
派
の
凶
悪
事
件
に
利
用
さ
れ
て
い
る
例
が
各
地
で
起
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
あ
き
巣
等
の
犯
罪
も
多
く
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
下
さ
い
。

O
駐
車
は
キ
ー
を
は
ず
し
て
ド
ア
ロ
ッ
ク

O
と
じ
ま
り
は
自
分
で
す
る
も
の
ま
も
る
も
の

。
交
通
事
故
の
絶
滅
を

年
末
年
始
に
は
、
忘
年
会
・
新
年
会
等
で
沼
を
飲
む
機
会
が
多
く
な
る
た
め

欽
酒
運
転
に
よ
る
交
通
事
故
が
多
発
し
ま
す
。

運
転
者
は
も
ち
ろ
ん
周
聞
の
人
々
も

O
飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

O
乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

O
運
転
す
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い
の
鉄
則
を
守
り
、
み
ん
な
で
飲
酒
運

転
を
追
放
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
年
末
の
気
ぜ
わ
し
さ
と
年
始
の
浮
か
れ
た
気
持
で
つ
い
ス
ピ
ー
ド
を

出
し
が
ち
に
な
り
ま
す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

。
地
域
の
み
な
さ
ん
、
犯
罪
や
事
故
を
な
く
し
明
る
い
正
月
を
迎
え
ら
れ
ま

す
よ
う
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

の
ご
み

に
つ
い
て

今
年
も
い
よ
い
よ
師
走
に
入
り
ま
し
た
。
日
司
、
皆
様
に
は
ご
み
収
集
業
務

に
つ
い
て
絡
段
の
御
協
力
を
い
た
だ
き
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
年
末
年
始
の
ご
み
収
集
業
務
に
つ
い
て
、
左
記
の
と
お
り
実
施
い
た

し
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

O
ご
み
収
集
業
務

年
末
:
:
:
ロ
月
却
日
(
水
)
ま
で

年
始
・
:
:
・

1
月
5
8
(
水
)
か
ら

O
焼
却
場
へ
の
持
込
み
期
日
及
び
時
間

ロ
月
初
日
(
木
)
午
後
3
時
ま
で
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主
催

昭
和
路
年
成
人
式
の

お

知

ら

せ

来
春
、
成
人
を
迎
え
る
み
な
さ
ん
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

町
で
は
、
み
な
さ
ん
の
前
途
を
祝

福
し
、
昭
和
問
年
成
人
式
を
次
に
よ

り
行
な
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
お
揃
い
で
、
ご
参
列
下

さ
る
よ
う
お
待
ち
い
た
し
て
い
ま
す
。

と

き

昭
和
田
年
i
月
日
日

受
付
制
9
時
却
分
i
m
時

式
典
馴
問
時
1

大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー

と
こ
ろ

。
本
年
の
成
人
該
当
者
は
、
昭
和
訂

年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
泊
年
4
月

-
B
の
間
に
出
生
し
た
方
で
す
。

ま
だ
申
し
込
ん
で
い
な
い
方
は
、

教
育
委
員
会
社
会
教
育
係
(
器
⑤

2
4
1
1
番
)
へ
お
早
め
に
ご
連

絡
下
さ
い
。

。
当
日
、
成
人
式
案
内
状
(
ハ
ガ
キ
)

を
ご
持
参
下
さ
い
。

。
記
念
品
は
、
当
日
の
出
席
者
の
み

に
熔
呈
い
た
し
ま
す
の
で
、
欠
席

さ
れ
る
方
は
、
代
理
受
領
を
お
顕

い
い
た
し
ま
す
。
(
当
日
以
外
の
記

念
品
贈
呈
は
行
な
い
ま
せ
ん
。
)

中
小
企
業
診
断
の

募
佳
ポ
に
つ
い
て

県
内
の
商
工
業
、
建
設
業
、
自
動

車
整
備
業
な
ど
を
対
象
に
、
無
料
で

経
営
管
理
の
調
査
分
析
を
行
い
、
問

題
点
を
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
改
善

の
具
体
策
を
明
ら
か
に
す
る
制
度
で

す。
あ
な
た
の
企
業
も
本
制
度
の
利
用

で
合
理
化
を
回
り
ま
せ
ん
か
。

ー

期

間

常

時

2
申
込
先
頭
工
会
及
ぴ
役
場
商
工
観
光
課

画量削

に
あ
る
所
定
の
「
申
込
書
」
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
県
北
地
方
総

合
事
務
所
生
活
商
工
課
(
県
庁
内
)

に
提
出
す
る
。

3
診
断
に
要
す
る
B
数

1
日
l
2
日
間

4
秘
密
の
厳
守

知
り
得
た
企
業
秘
密
は
い
っ
さ

い
外
部
に
洩
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

無
料
法
律
相
相
談
所
開
設

1
1
1
億
人
の
法
律
扶
助

1
1

方
は
、 法
律
問
題
、
家
庭
内
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
で
お
困
り
の

ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。

昭和57年12月 1El 

曜静

と

き

け
は
月
叩
日

午
前
同
時
!
午
後
3
時

大
洗
町
役
場
(
三
階
会
議
室
)

③
と
こ
ろ

財
団
法
人

法
律
扶
助
協
会

j先

海
洋
少
年
団
は
子
ど
も
の
時
か
ら
海

に
殺
し
み
、
は
て
し
な
く
広
が
る
海
を

グ
ラ
ン
ド
と
し
て
楽
し
み
な
が
ら
心
身

を
き
た
え
、
た
く
ま
し
い
立
派
な
社
会

人
に
育
て
よ
う
と
す
る
少
年
少
女
の
団

体
で
す
。

大
洗
海
洋
少
年
間
で
は
、
団
員
の
募

集
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
加
入
ご
希
望

の
方
は
次
に
よ
り
申
込
み
下
き
い
。

て
募
集
期
間
ロ
月
刊
日
か
ら
ロ
月

末
日
ま
で

町
内
の
小
学
5
年
生

か
ら
高
校
3
年
生
ま

で
の
男
女
却
名

二
、
募
集
対
象

大
貫
町
七
一

O
番
地

菅
谷
捨
宛
電
話
で
申

込
み
下
さ
い
。
(
七

l

六
三
況
西
)

※
団
員
募
集
終
了
後
、
説
明
会
を
行
い

ま
す
が
、
団
活
動
(
訓
練
)
は
、
毎

月
二
回
(
第
一
、
三
の

B
曜
日
午
前

十
時
か
ら
正
午
ま
で
)
大
洗
町
漁
業

協
同
組
合
二
階
会
議
室
で
行
う
計
額

で
お
り
ま
す
。

一
な
お
、
田
に
入
会
す
る
場
合
は
、
入

会
金
(
二
、

0
0
0円
)
、
会
費
(
月

額
一
、

0
0
0円
)
、
被
級
代
(
七
、

0

0
0円
)
を
申
し
受
け
ま
す
。

三
、
申
込
方
法

環
器
」
築
圏
検
診

鳳
噛
対
象
者
満
お
歳
J

M
歳
ま
で
の
者

検
診
人
員
別
名

(
申
込
順
に
て
〆
切
り
ま
す
)

@
日
時
及
び
場
所

ロ
月
日
日
間
大
洗
保
健
セ
ン
タ
ー

⑧
受
付
時
間

午
前
9
時
却
分
J
午
前
日
時
却
分

⑧

料

金一次
:
:
:
1
、
5
0
0
円

二
次
:
:
:
1
、
0
0
0
円

@
申
込
期
限

ロ同月
8
8
附
申
込
順

⑧
申
込
先
大
洗
町
保
健
セ
ン
タ
ー
(
電
話
可
)

※
く
わ
し
い
こ
と
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー

に
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

誰
で
も
出
来
る
ボ
ラ
ン
一
一
戸
活
動

(
収
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
〕

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
た
い

が
時
間
的
、
体
力
的
に
無
理
が
で
き
な

い
と
か
、
家
を
空
け
る
こ
と
が
で
き
な

い
な
ど
の
事
情
に
よ
っ
て
、
せ
っ
か
く

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
す
る
意
欲

が
あ
っ
て
も
そ
の
活
動
に
結
び
つ
け
ら

れ
な
い
例
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
そ
の
人
た
ち
の
生

活
範
囲
内
で
、
か
か
わ
り
が
も
て
る
よ

う
な
活
動
で
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

ど
こ
の
家
庭
に
も
、
そ
し
て
職
場
に

も
あ
る
「
使
用
済
み
の
切
手
」
や
「
ロ

!
タ
ス
ク
ー
ポ
ン
」
は
、
誰
も
が
ち
ょ

っ
と
気
を
つ
け
れ
ば
自
に
ふ
れ
る
も
の

で
す
。
そ
れ
を
集
め
あ
い
、
発
展
途
上

国
の
苦
し
ん
で
い
る
子
ど
も
た
ち
を
救

援
し
た
り
身
近
な
福
祉
に
役
立
て
る
活

動
が
収
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

大
洗
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
お
い
て

も
こ
の
活
動
を
推
進
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
町
民
の
み
な
さ
ま
が
こ
の
活

動
に
参
加
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
致
し
ま

す。
参
加
の
方
法
は
、
封
筒
や
ハ
ガ
キ
に

貼
つ
で
あ
る
切
手
を
、
切
手
の
回
同
開
に

五
ミ
リ
く
ら
い
の
余
白
を
残
し
て
封
筒

や
ハ
ガ
キ
の
紙
ご
と
ハ
サ
ミ
で
切
り
取

り
、
「
ロ

l
タ
ス
ク
ー
ポ
ン
」
は
、
ク
ー

ポ
ン
の
つ
い
て
い
る
商
品
の
箱
や
袋
か

ら
ク
ー
ポ
ン
を
切
り
取
っ
て
、
左
記
大

洗
町
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
あ
て
に

お
届
け
下
さ
い
。

大
洗
町
役
場
内

社
会
福
祉
法
人
大
洗
町
社
会
福
祉
協

議
会
事
務
局
(
篭
話
⑦
5
I
I
I
-
内

線
6
3
1

(57.10月現在)

増減率(%)

大洗町における交通事故の発生状況

増減数前年同期年本

250.0(ム18.8)5(ム18)2 ( 96) 7( 78) 発生件数

年
末
の
郵
便
ご
利
用
に
つ
い
て

年
末
は
、
非
常
に
多
く
の
郵
便
物

が
差
し
出
さ
れ
る
時
節
で
す
。
郵
便

局
で
は
、
こ
れ
ら
大
量
の
郵
便
物
を

ス
ム
ー
ズ
に
処
理
す
る
た
め
、
い
ろ

い
ろ
と
準
備
を
整
え
て
お
り
手
す
が
、

次
の
点
に
つ
い
て
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

品
噛
年
賀
状
の
差
し
出
し
は
お
早
め
に

年
賀
状
の
受
付
は
、
十
二
月
十
五

日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

年
賀
状
は
、
年
末
押
し
迫
っ
て
か

ら
お
出
し
に
な
り
ま
す
と
、
一
克
豆
の

甑
達
に
間
に
合
わ
な
く
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
ご
準
備

い
た
だ
き
、
な
る
べ
く
十
二
月
二
十

50.0) 

140.0(ム14.8)

ム100.0(2) 

7(ム19)

ム1(4) 

5 (128) 

6) 

12(109 ) 

死者数

負傷者数

臼
ま
で
に
お
出
し
く
だ
さ
る
よ
、
つ
お

願
い
し
ま
す
。

⑧
年
賀
状
を
差
し
出
す
際
に
は
、

方
一
期
別
に
区
分
け
を

年
賀
状
を
お
出
し
に
な
る
と
き
は
、

「
大
洗
町
」
「
茨
城
県
」
「
東
京
都
」

「
他
府
県
」
と
方
面
別
を
記
し
た
簡

単
な
紙
札
を
付
け
、
十
文
字
等
に
束

ね
て
お
出
し
く
だ
さ
い
。

品
噛
私
裂
は
が
き
な
ど
で
年
賀
状
を

出
す
と
き
は
、
赤
で
「
年
賀
」

と
表
示
し
て
く
だ
さ
い
。

畿
郵
便
番
号
は
正
し
く
は
っ
き
り

と
お
書
き
く
だ
さ
い
。

〈
大
洗
郵
便
局
〉
J 

電話の移転手続きlまお早めiこ

12月は何かと忙しい時期です。電話の

移転もいつもより多くなります。引越、し、

または新築などで電話を移転なさるお客

さまは、予定が決まりましたらできるだ

けお早め(7日-108ぐらい前)に電話

局までお申し込みください。その際、電

話局では電話の移転先の場所を確認させ

ていただきますので、あらかじめ近所の

広告蕗など移転先付近の状況をお調べいた

だいてから電話局へおいでください。電

話の移転と同時に親子篭話やホームテレ

ホンなどをお付けしますと、工事料金が

割引きになる制度が

ありますので、ぜひ

ご利用ください。

大洗電報電話局

6-2991 
※( )内は累計を示す。

“密舟守田iま吏通安全の8" “あなだが築<突通安全"
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